
（例）胃ガンの手術で１０日間入院した時（医療費約１００万円の場合）

７０歳未満の者の入院に係る高額療養費の現物給付化７０歳未満の者の入院に係る高額療養費の現物給付化

平成１９年３月以前 平成１９年４月以後

病院

※事前に保険者の認定
を受けておく必要がある。

保険者

７０歳未満の者

②高額療養費
の支給申請

③高額療養費（約
２１万円）の支給

①医療費の３割
（約３０万円）を支払

７０歳未満の者※
病院

①一定の限度額

（約９万円）を支払

保険者

②高額療養費等
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２１万円）等の支給

○ 平成１９年４月から、７０歳未満の者の一医療機関における入院に係る高額療養費を現物
給付化し、窓口での支払を自己負担限度額にとどめることとする。
※ ７０歳以上の者の一医療機関における入院に係る高額療養費については既に現物給付化されている。

○ このことにより、以下のような効果が期待される。
・ 患者が医療機関の窓口で多額の現金を支払う必要がなくなる。
※ 平成１６年度における被用者保険に係る現金給付された高額療養費年間支給額約２，８００億円

（＊但し、この額全てが現物給付化の対象ではない。）

・ 高額療養費の申請漏れが減少する。
・ 患者が医療機関の窓口で支払う額が少なくなり、未収金について一定の改善が期待される。


